
東日本大震災で壊滅的な被害を受け、平成２３年7月に事業着手した東松島市野蒜地区の「州崎地先
海岸災害復旧工事」が令和3年12月22日に完成しました。
海岸堤防の完成により、数十年から百数十年に一度程度発生する比較的頻度の高い津波に対して、地

域の安全が確保されるとともに、津波情報表示板や東松島市の津波避難施設も整備したことにより、海浜
利用者等の安全・安心にも配慮されています。
州崎地先海岸の堤防の特徴は、併設する道路との高低差が1.0m程度で、走行車からは海辺が見える

構造となっており、さらに東松島市復興まちづくり計画との連携により、観光振興にも寄与するものと考えて
おります。

宮城県東部土木事務所
河川砂防第二班

宮城県仙台土木事務所
河川砂防第三班
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